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「会計用語 (thelanguage of accountancy)は， ビジネス用語と同様に，
塑にそれがコミュニケーショソのための容易な手段であるという理由だけで，














1) Willio，m J. Vatter“Corporate Stock Equities，" in Morton Backer (ed.)， 11，附dbook01 
Modern Accounhng Theory， New York， 1955. p. 370 























福沢諭吉 帳合之法同 7. 6 平 均 表
小林儀秀 馬耳蘇民複式記簿法 9. 9 本財及借財E算表
カロ 藤 斌 商家必用伺 10. 4 差ヨl帳(差号|見認表)
森森島下修岩太楠郎) 簿記学階梯 11. 10 有物及負債表
秋 フE 晋 簿記法独学び 12. 5 有金及借金実算表
山田十畝 人民必携簿記提要 13. 4 資産負債表
土肥謙吉 簿記法独案内 〈改訂)16. R 資産負債表
竹 田 等 校訂・商用簿記学 15. 6 資産負債表
森下森島 民間簿記学 17. 8 有物負債平均表
青柳源十郎 簿記学独習 19. 6 有物負債表
飯塚栄太郎 新択商用簿記独学 20. 9 資産負債衰
藤井改造 普通商業簿記手引草 2日 4 資産負債表















導じしたがし刊， 統ーして A Statement of the A宜airsof the Bank の訳
と思われるη 「実際報告」または「実際報告表Jという名称、を用い， 内国痛高




とを「差引正算書J ("日本金融史資料 明惜大豆編』第5巻i 昭和31年， 723ペー ジ)とし、い






ジタル一覧表ナリJ (W日本金融史賢料・明治大正編』第6巻， 昭和32年， 21ページ)と記して
あった。
なお 福沢諭音訳町長合之法』二繍四の2...3丁聞に折込まれた総書の「ハッカノレド民所用ノ
平均圭」は「平均ノ改J (試算表) r仕入残品J (棚卸) r名目J (損益勘定)r走入J(菅木主
勘定)r事実J(r元手J~資産勘定 「払口J~負置勘定)からなる 9桁の精揮衰式の「パヲンス
γイトJ(上掲書l 三編三. 2丁)であった。







エ違シ次テ翌年第四第主第二ノ各国立銀行へ通達シJ ("明治財政史』第13巻，明治38年， 630-1 




けた「国立韻符報告差出方規則」でも. r実幣報告J ("大株主十年史』昭和3年. 14へ ジ:
『明袖財政史』第13巻.'659ページ)という名称を用いていた。
の その根拠は. "銀行簿記精法』が参考吐し，その笹「明治七年四月紙幣寮銀行課内ユ開J (上
掲書. 626ベージ)かれた「盤作学局」の「英文教科書及び参考書として使われだ「ギルパルト





銀行会社名 |決算日| BjS の名称
第一国立銀行 明治 6年12月31日 実際報告
第五国立銀行 7. 6.30 実際報告
第十五国立銀行 11. 6.30 実際報告
井 銀 行 13. 6.30 実際報告
安 田 銀 行 13. 6. 30 実際報告
横浜正金銀行 14. 6. 30 実際報告表






犬坂商船会社 18. 12. 31 資産負債一覧表
日本郵船会社 19. 9.30 資産負債勘定表
『日本金融史資料・明治大正編』第3巻 沼和.32年!附揖 16-7， 320-1， 350-1， 458-9， 487 
ベージ!第8巻，昭和31牛.37パージ;片野一郎『閏木 品行構記漏説』昭和31年.158-9ベー
ジ;~日木通運株式会社社史』昭和37年. 148ベジ;~明治大正保険史料」第 l 巻，第 1編J
第1類及追補j 昭和10午， 199-200ページ，第2類!昭和9年.518-9ベ ジ，宿利重ー『在日
平五郎』昭和7年， 406-11ベータ r渋沢栄伝記資料』第8巻I 昭和31年.91-3. 141-2ベ




タチカルティ リ テース オγ ・バγキγグ」にかかげられている銀行貸借対照表雛形町名
称がそうなっているからである。 SeeWil1iam James Gilbart， A Practical T町ati5eon 
B開 Mng，3rd ed.， London， 1834， p. 43. (ただ'G.当時実際に使われたのは これよりも後
の版で， 1857年発行のものと臣、われる。)
8) 国立銀行報告差出方規則では. I実際報告」という名称が用いられていたにもかかわらず 銀












seiller Activen und Passivenなる語を訳したJ"1法文上の用語として造語せ
られた」叫ものである。とはし、っても，商法編纂過程の頭初から貸借対照表と
いう訳語が用意されていたわけではない。 ドイツ人「へノレマ :/-.yー ・エフ・
ロエスレノレJ(Karl Friedrich Hermann Roesler， 1834-1894)が「千八百八
十一年(明治十四年)四月ヲ以テ稿ヲ起v千八百八十四年(明治十七年)ー月ヲ以
テ之ヲ終J町えた独文『日本商法草案・同注解~ (E叫 wurfeines HI側 clelsge
setzbuches fur jap側側t(;0刑問削tM，1884) の第33条第 1項にでてくる elne







9) 岡田，前掲論文 58ペー ジ。(岡田，前掲書， 66ペー ジ。)








13) 岡田前国論士， 58ペー ジ。(岡田.前掲害.66ペー ジ。 14) 上野z前掲書. 3ベジ。
• 
貸借対照置という用語の創出過程 (185) 35 
ロエ旦レノレ氏起稿商法草案
第三十三条 各商人ハ開業ノ時及ヒ爾後毎翌年三月以内ェ動産不動
産ノ総目録井ニ貸方借方/比較衰 (ein vollstandiges Verzeト
chniss seines unbeweglichen und beweglichen Vermogens， 
sowie eine Bilanz 8einer Aetiven und Pa田.iven)ヲ製γ両ナカ
ラ別冊ノ帳簿ユ記入γテ署名スヘジ
財産目録及ヒ比較衰ヲ製スノレ時ハ (Bei der A ufnahme des 













持 旧商法の独訳では需32条第l項の「貸方借方ノ対照表」は eineBilan， welche ihre 
Activa nnd Passiva erkennen lasst t:反訳されている問。
以上の引用からわかるように，たしかに，旧商法第32条第 1項には「貸方借
15) Oscar BOIchardt， Die Handelsgesetze des Eγdballs， Nachtrag III: Das }apanische 













表トアノレヲ以テ此=之ヲ略記」し，単に「比較表 F記γ 「アグチープ，パッ γ
ーフ」壱冠セサノレ」凹略語を使っていた。 明治17年 7月21日の商社法第 1読会
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貸惜対照表という用語の創出過程 (187) 37 
四季文ハ毎半年=利足又ハ益金ヲ社員三配当スノレ会社ハ毎半年
ユ前項ェ掲クノレ財産目録及ヒ比較表=係ル規定ヲ履行スへシ問
ところが，明治18年 2月 6日の商社法第 1読会第48固で，第268条審議の際，
元老院議官[渡辺〔洪基会社条例編纂〕委員」が「比較表ハ言|算表 1為スカ文ハ











明治18年 6月30日の商社法第2読会第 1回に提出された時には， r貸方借方ノ
比較表」は「貸方借方ノ対照表jと r比較表」もまた「貸借対照表Jと改め
られ，さらに「商社」が「会社」に， r及ヒ jが「及」となっていた町が， 明







27) r商社法第二読会会議筆記』第 l者. 5-J。
28) r商社法第コ読告会議筆記』第2巷.18丁。
29) よ掲書. 19丁。


















































第四 貸方総額ト借方総額トノ比較ヨり (ausder Vergleichung 
34) 上掲書， 10町ベー ジ。
35) 上掲書， 1106ページ。
36) 右川惟安訳『組逸商晴法」明治21年j 凡例， 1ベージ。
40. (190) 第 97巻第2号






綾」えた日本「商法草案及ヒ其説明書」叫にでてくる eineBilanz seiner Acti 


































案・同注解』にでている eineBilanz seiner Activen und Passiven の「適
訳は資産負債表であったろうと思ふ。」叫「然るに借方と貸方とを特に願倒して
「貸方借方の対照表」と訳したのは如何なる理由に依ったものであるか，了解
に苦む所である。J~&) その場合 rSoll und Haben とか Debetund Kredit 
であったなら，貸方借方もよいであろうが，どうも此点が少し変である。殊に
資産と訳すべき Activenを貸方と訳し負債と訳すべき Passiven を借方と訳
しては・…少し変である。J的
42) 現に 明治二十年凶後の〔樟記学者の〕著書にも，資産負置表なる用語が多数使用せられ





43) 木村和三郎『日本における暗記金計学の岳民』昭和25年， 14ベ ジロ
44) 西川孝治郎「簿記の語源についてJW三田商学研究』昭和39年 6月号， 44へー ジ。
45) 岡田，前掲論文， 60へジ。(岡田，前損害， 67ページ。)
46) 上野，前掲書， 19ペー ジ。
47) 岡田，前掲論文.60ベ ジ。(岡田，前掲書.67ベーν。〉











ラYス語の actif• passif) は， 取引相手方(人名勘定)を主格として形成さ
れた簿記用語である借方・貸方Eはことなれあくまでも報告主体である企業
を主格として観念されてきたものであった。事実， ロエスレノレの『日本商法草
案・同注解』第33条中の Activenund Passivenには seinercr商人」の3と
いう所有代名詞がふされており，また，それとあい前後してわが国へ紹介され
た1867年フランス会社法 (Loisur le societes)第34条中の situationactive 
































































































61) 片野前掲書， 149ペー ジ。
62) 日本金融史費料・明治大E編』第6巻.40， 48-9， 59-60. 62-5. 76-7， 96ページ。
63) W銀行局第二次報告・自明治十ニ年七月至明治十三年六月~ 21ベー タ。
64) W銀行課第一次報告ー 自明治六年七月至明治十二年六月j91ベー ジ。






























71l W日本通運悼式会社社史』昭和37年， 148， 160へ←ジ，松井直信『日本通運経理規程小史A
昭和33年， 17ベー ジ。
72) 上掲書， 16へ-/"o
貸借対照表という用語の創出過程 (197) 47 
て資産を I貸方差引残高J(下部〕として負債・資本を掲げていた問。また，
「横浜E金銀行 明治十凶年上半季実際報告表」のように I借方JI貸方」









式に統一され I借方 負債義務ニ属スノレ分Jr貸方 資産権利ュ属スノレ分」


















著スノレ 「レベチジヨ Y ・エクリート.':/ューノレ・ノレ・コード・ド・コンメ
ノレス」 ・第六版」町 (H. F. Riviere， Repetitions ecrites sur le Code de 
Co刑 meγ出， 6' ed" Paris， 1870) を「合訳」し(同法編纂委員「長森敬斐Jの
校正を経て)， I明治十五年八月印行Jした「仏国商法復説』第1編をみると，









にのべたように，その第33条中の eineBilanz seiner Activen und Pass叩問
79) 商法編纂局翻訳「仏国商法復説』第1篇，明治15年附言， 1へー ジ。
80) この unetat sommaire de sa situation active et passiveは， ein summarische 
Ubersicht der， Aktiva und Passi va (Ilmar i Kovero， D勾 Bewertungder Vermogens 
gegeηstande包nden jahresbilanun der trivaten Unte円 lehmunge1包， Ber1in， 1912. S. 21); 
eine zusammenfassende Ubersicht der Aktiva und Passiva (Robert Stern， Buckhalt-
ungs=Lexikon， Bd. 1， Berlin， 1917， S. 389); eine summ，arische Uebersicht ihrer 
aktivischen und passivischen Lage(ter Vehn， "Die Entwicklung der Bilanzauffassun-
gen bis zum AHGHヘξfB.5. 8onderheft， 1929. S. 22)と担訳され，また summarystatement 
of the posit且on(Ket仕 idge，F:γench-Eng1iSk仰 dE匁glish-F:町 nch-Dic!ionwyyof Comn叩 Vマ
cial開 dFinancial Terms， Ph吋ses<.'!t Practice， London， 1962， p.123) と英訳されている
が Rohbilanz (Herinan Veit Slffion， Die Bua合!zender Akiiengesellschaften 脚 d
Komm明 ditgesellsckafte銘仰!fAktien， 2.Au包， Berlin， 1898， S. 49)とL、う意訳もあり，さ
らにフヲ γスの論者によって Ce;tetat sommaire est une sim ple balance de verificat且on
(B. Calm白 ，Aaministration ftnanci肘edes e叫repriseset des societes， Paris， 1928， p 
315) ;......une balance de venfication， appelee quelquefoLs a tort; Bilan provisoire 
(Rohbi!anz). Cett balance renferme tous les soldes actifs et passifs du grand-livre， 
mais elle differe essentiellment du bilan， en ce que les comptes n'y sont pas 
apures (Ed. Folliet， Le bilan dons les societes anonymes， Paris， 1913， p.4) !::解説され
ているととからすると z 正し〈は，貸借対照表ではなし残高試算表である。
81) 同法嗣事局翻訳 rイム閏向怯恒説』第1篇 204ベ ジ。 ，.勾酬ユ〆
ここでは， i負置義務」と罰すべきところを誤って 「賢産義務」としていたがj 全社の「決曹」
(清茸)を解説した個所では， JEしく「負貴義務J(上掲膏， 300ペー ジ〕と訳していた。
82) 上掲書， 336へー ジ。
83) 上掲書， 296へジ。
84) 上掲書， 300ベ←ジ。







「書式之部J(Formulare) i第三巻商業簿冊ノ事J(Des Livres de Co刑問erce)
存みてみると， i商事勘定ノ略解J(Observations sur la Comptabilite COffi-









34条第1項中の unetat sommaue de sa situation active et tassive を「全社ノ貸方及ヒ
借方ニ付キ略衰J (岸本畏堆〔商法編纂委員・会社条例編纂委員1~仏国商事会社法誹義」明治
20年， 147ペー 3人傍点一高寺) r其貸方借方ノ時景状書J(餌田宏作「仏国商法講義』発行年不
明，商事会社篇辞葺市録 19ページ 傍点一高寺)と訳心 第2項の 1ebilanに「貸借決算書j
(問ム)とu、う訳をつけるものがでてきた。
もっとも.actif et passlfのかかる統一訳にまとまるまでには dette5 activ田 etpassives 
(債議と置輯)の訳と区別することなく， un etat somm剖 rede sa situation acti仰 etpassive 
とフラゾス商法 (Codede Commerce)第9条中の uninventaire des ses e妊etsmoblllers 
et immobiliers et de関白 dellesudiv，，~ et pa悩~ves にそれぞれ「其負債及ヒ賃金ノ実況去」
(大井憲太郎訳『仏国商工法鑑』明治10年y 第6巻， 47へー ν 時点 高寺)と「其所有物及ヒ
其茸金井ユ負債ノ目揖J(よ摘書，第2巻 76ヘ ジj 傍点ー高寺)，またii'f貸高及ヒ倍高ノ摘
要目揖J(森恒正 ポアソナ←ド割|定『商事組合法』明治19年" 271ページ，時点ー高寺)と「動
産不動産ノ価額並ユ会社ノ貸高及ヒ惜高ヲ指示シタノレ目録書J (同上p 傍点←高寺)という訳を
ふした事例がみられるがz との場合 actif を意味する「費高」には「諾負債主 (debiteurs
divers)Jのみならず「在庫品物!金庫 (caisse)，請取手形1 不動産l 株式，動産i 道具f
t見世株 (fonds)J(商法編纂局翻訳『仏国商法恒説』書式之部(大政官蔵版)，明治18年， 328ベ
ージ)が含められていたロ








Zの段階で， Aktiva (actif)・Passiva(passif) の訳として「資産・負債」を




87) フランス商法破産篇第439条に規定された破産者が届出る lebilan (balance de l'actif et 
du pa田 if) は，当初， r積書J (翻駅周訳『仏蘭商法律書』下巻， 明惜8年， 704ベジ〉
以外に， r凡テ権利=属スル分ト義務ニ属スル分トヲ明記、ノタルJr財産車調書J(箕作麟詳ー
大井憲太郎訳『仏国法律提要r明惜12年，第6帳， 149ペー ジ)とも訳されてし、たが， 明治20年
頃には， r資産負債明細書J(プウー フ著ー 司法省訳『仏国商法時前』明治20年， 570ペー ジ，傍
点 高寺)とか， r財産及負債ノ形状書J(松室致『仏国商法講義』第2巻，尭符年不明， 13ペ
ジー，傍点一高寺}と訳されるようにすらなっていたりである。
